
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
の
活
動
に
つ
い
て

 

【
N

P
O

 法
人
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
の
概
要
】

 

●
所
在
地
：
紀
北
事
務
局
：
和
歌
山
県
和
歌
山
市
冬
野
（
和
歌
山
内
観
研
修
所
内
）
、
紀
南
事
務
局
：
和
歌
山
県
た
き
な
い
町
（
国
立
病
院
機
構

 
南
和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー
内
）

 

●
代
表
者
：
東
睦
広

 
 

●
規
模
：
正
会
員
２
０
名

 

●
活
動
目
的
・
内
容
：
自
殺
予
防
と
精
神
保
健
の
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
、
自
ら
命
を
絶
と
う
と
し
て
し
ま
う
人
を
救
う
た
め
、
人
の
つ
な
が
り
を
作
る
。
精
神
科
医
師
・
臨
床
心
理
士
・

司
法
書
士
・
い
の
ち
の
電
話
相
談
員
・
教
員
な
ど
様
々
な
立
場
の
会
員
が
意
見
を
出
し
仕
事
の
枠
を
越
え
て
連
携
す
る
こ
と
で
包
括
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

 

●
活
動
内
容
：
当

N
P

O
は
自
殺
既
遂
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
誰
に
も
相
談
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
ま
た
自
殺
既
遂
は
一
回
目
の
自
殺
企
図
に
多
い
と
い
う
研
究
報
告
を
重
視
し
て
い
る
。（
平

成
1

6
年
～
平
成

1
8
年
厚
労
省

 
保
坂

 
隆
研
究
班
）
救
急
病
院
や
地
域
が
ん
拠
点
病
院
で
勤
務
す
る
精
神
科
医
、
看
護
師
、
臨
床
心
理
士
に
加
え
、
企
業
現
場
、
教
育
現
場
、
負
債
相

談
に
取
り
組
む
司
法
書
士
、
あ
る
い
は
内
観
療
法
な
ど
の
心
理
療
法
を
研
究
し
、
普
段
か
ら
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
取
り
組
む
自
殺
対
策
の
実
務
者
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
い
こ
と
も
あ

り
、

N
P

O
活
動
以
外
で
も
自
殺
を
考
え
る
人
と
か
か
わ
る
こ
と
が
多
い
。
現
在
は
多
方
面
の
方
々
か
ら
賛
同
を
頂
き
、
医
療
・
行
政
・
民
間
の
壁
を
乗
り
越
え
、
自
殺
を
考
え
る
人
を
包

括
的
に
支
え
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
上
で
の
潤
滑
油
の
枠
割
を
担
っ
て
い
る
。
当
事
者
の
声
を
作
文
や
講
演
会
、
音
楽
や
芸
術
活
動
を
通
し
て
社
会
に
還
元
し
、
支
援
者
と
当
事
者
の

垣
根
を
と
る
活
動
も
開
始
し
た
。

 

・
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を
年
６
回
開
催
、
昨
年
度
は
５
回
開
催
、

1
6

0
名
が
受
講
。
５
月
末
時
点
で
の
べ

2
0

5
名
が
受
講
。
・
自
殺
予
防
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

2
回
開
催
。

 

・
企
業
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
座
を

2
回
開
催
予
定
。
・
児
童
思
春
期
の
自
殺
予
防
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
２
回
開
催
予
定
・
当
事
者
の
方
の
体
験
談
を
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
、
配
布
。

 

・
毎
年

1
1
月
に
開
催
さ
れ
る
和
歌
山
県
人
権
フ
ェ
ス
タ
内
で
和
歌
山
県
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
（
以
上

5
項
目
；
和
歌
山
県
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
対
象
事
業
）

 

・
Ｆ
Ｍ
和
歌
山
で
、
「
こ
こ
ろ
の
病
を
知
ろ
う
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
、
精
神
保
健
の
普
及
啓
発
の
為
に
精
神
疾
患
の
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
。
月
～
金
の
毎
日

1
0
分
間
放
送
。

 

【
自
殺
総
合
対
策
大
綱
改
定
に
向
け
て
の
意
見
】

 

●
１
．
自
殺
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
包
括
的
支
援
で
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
が
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。
各
関
係
機
関
と
の
連
携
で
、
社
会
的
個
人
情
報
や
特
に
精
神
疾
患
や
、
悪

性
腫
瘍
の
罹
患
な
ど
医
学
的
個
人
情
報
が
自
殺
リ
ス
ク
で
あ
る
と
き
、
情
報
の
共
有
が
難
し
い
。
自
殺
の
リ
ス
ク
の
高
い
早
期
の
危
機
介
入
が
必
要
な
ケ
ー
ス
や
致
死
性
の
自
殺
未
遂
で
、

救
急
医
療
機
関
に
搬
送
さ
れ
た
ケ
ー
ス
な
ど
で
は
、
自
殺
リ
ス
ク
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
各
関
係
機
関
（
民
間
団
体
含
む
）
に
提
供
す
る
際
に
、
法
的
な
枠
組
み
が
欲
し
い
。

実
例
）
学
校
現
場
で
自
殺
未
遂
事
例
が
あ
り
、
多
く
の
生
徒
が
知
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
し
い
情
報
は
な
く
、
「
噂
話
」
が
生
徒
に
広
ま
り
、
結
果
的
に
自
殺
を
考
え
る
生
徒
の
孤
立

感
を
強
め
た
ケ
ー
ス
。
他
府
県
で
自
殺
未
遂
を
繰
り
返
し
、
自
殺
多
発
地
域
へ
来
訪
。
治
療
歴
や
家
族
構
成
、
生
活
情
報
の
申
し
送
り
や
共
有
が
な
い
た
め
、
県
外
に
住
所
地
を
も
つ
自

殺
者
の
多
い
都
道
府
県
で
は
支
援
に
苦
慮
し
た
。

 

例
）
現
時
点
で
自
殺
の
可
能
性
が
逼
迫
し
て
お
り
、
速
や
か
に
自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
と
な
る
個
人
情
報
の
提
供
は
、
本
人
な
い
し
、
本
人
の
意
志
を
代
弁
す
る
資
格
が
あ
る
も
の

（
医
療
保
護
者
に
あ
た
る
な
ど
）
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
可
能
で
あ
る
。

 

本
人
に
意
識
が
な
い
場
合
あ
る
い
は
意
思
決
定
能
力
に
問
題
が
あ
り
か
つ
本
人
の
意
志
を
代
弁
す
る
資
格
の
い
な
い
場
合
は
、
医
学
的
に
妥
当
と
判
断
す
る
能
力
を
有
す
る
者
；
精
神

保
健
指
定
医
、
救
急
医
な
ど
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
限
り
、
医
療
機
関
か
ら
、
自
殺
支
援
を
行
う
各
関
係
団
体
へ
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な
ど
。
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鳥取県司法書士会 
 
 所在地  鳥取市西町１丁目３１４番地１ 
 会 員  １０４名 
 会 長  坂本 治 
 
１ 鳥取県司法書士会の事業 
 
（１）無料電話相談（最低通話料金は相談者の負担） 
 平日の午後 1 時から午後 4 時まで。多重債務の相談に対応。面談による相   

談や事件の受任を希望される方には、会員を紹介する。 
（２）無料法律相談 
 法の日（1０月 1 日）など、年に数回実施。他の資格者団体や日本司法書

士連合会などとの協力により開催することもある。 
（３）研修会 
 鳥取県に依頼し、精神科の医師を講師に招き開催（平成２１年１２月）。 
 
２ 鳥取県が行う事業への協力 
 
（１）鳥取県主催のシンポジウムへの参加 
 同時に多重債務の相談会が開催されることが多く、鳥取県からの要請によ

り相談員として会員を派遣する。また、平成２１年１０月には、鳥取県司法

書士会会長が講師及びパネリストとして参加。 
（２）心の健康と暮らしの法律相談 
 保健師の相談も受けられる相談会への協力。 
（３）相談窓口担当者連絡会 
 年に数回実施。行政、各団体の担当者、民間企業に勤務する保健師等と意

見交換を行う。 
 
３ 意見 
 
 多重債務にならないためには、教育の面からも考えていく必要があると思

います。一方、多重債務が解決した後に自殺される方もおられるそうです。

雇用や福祉における政策が、より重要であると思います。 
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